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社会生態研究部門

生態枚構分野

杉山幸九 ･森 明雄 ･山機番一 ･松村秀一

研究概要

A)西および中央アフリカに生息する大型類人猿

の行動 ･生態学
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杉山幸九 ･山稜赤一･山越 百1)･竹元博幸l)

全個体識別のもとに長期追跡してきたギニア国

ポッソウの野生チンパンジーについては､野外突

放も含めた道具使用行動の詳細な祝祭とVTR記

録の分析･整理を進め､その発達と伝播の分析を

おこなった｡また､近隣個体群との泣伝的 ･文化

的交流関係の分析のため､隣国のコートジボアー

ルにまで広がるニンバ山地で調査した｡さらに､

生息地の食物fZ源 ･採食量測定と土地利用から食

物季節と道具使用発生の原因を探求した｡

ガボン国プティ･ロアンゴ保護区では､同所的

に生息するゴリラとチンパンジ-の生息密度と両

種の食物樹の密度を調査した｡その結果､この梅

岸林は類人猿の盃璽な食物である地上性草本類を

欠いているが､年間を通して実をつける樹種の密

度が高く.両種ともに他地域に比べ高い生息密度

で生息しているこ′とが判明した｡

B)エチオピアに生息するヒヒ頬の研究

森 明蛾

ヒヒ類の重層社会を行動学的に分析することを

目標として､4年にわたり､エチオピア南部アル

シ州のゲラダヒヒのポピュレーション調査をおこ

なった｡昨年の調査では､ゲラダヒヒのヒョウに

対する防衛行動や子殺しなどを発見したほか､ユ

ニット構造が従来の観察に比べて抜やかである等

の新たな知見を得た｡現在も調査を継続中である｡

C)スラウェシマカクの研究

松村秀一･室山泰之2〉･岡本暁子1)

マカクの社会行動の進化に関する比較研究の-

宛として､インドネシア･スラウェシ島に生息す

るムーアモンキーの野外研究を続けている｡1990

年以来の資料の分析を進め､ゆるやかな鹿劣スタ

イルの特徴を明らかにする努力を続けている｡ま

た､現地調査により交尾に対する干渉行動やオス

のラウドコール等に関する新たな資料を収集し,

成兜の一郎を発表した｡さらに､中部スラウェシ･

州の種間雑種形成地域周辺の分布調査をおこなっ

た｡

そのはか､飼育下のトンケアンマカクを対象と

した音声及び社会交渉の研究もおこなった｡

D)ニホンザルの採企･繁如生態と個体群動態の
研究

杉山串九 ･森 明雄 ･山横寺一 ･

VanessaJ.Hayes3) ･室山泰之2) ･

栗田博之1)･松原 幹l)

ニホンザル個体の社会的地位と採食 ･繁殖戦軌

との関係の解明のため､大分県高崎山､宮崎県幸

島､鹿児島県屋久島の餌づけおよび自然群と､犬

山市大平山の放飼場群を対象に研究を進めてき

た｡食物の時間的､空間的分散の変化のもとで性､

年齢,社会的地位の相違により採食行動にあらわ

れる差の把握につとめ､また､栄養量測定に基づ

く摂取栄養塁の把握と､それらと繁殖成功度との

関係を検肘した｡特に幸島群では､採食速度の時

間的変化の解析と性成熟の遅滞現象に焦点を置

き､それらに関わるデータの収集と分析を試みた｡

また､一時的食物貯萩仲としての頬袋の使用を

性 ･年齢 ･順位との関係を餌づけ群と所内放飼群

で調べたほか､頬袋容虫の計測もおこなった｡

屋久由では.虫も果突の種籾が豊富な1011月に

かけて,野生ニホンザルの探食様式を調査し.異

なる兜突の選択にしたがって群れの遊動コースが

変わり､これが群れ間の出会いに大きく影響して

いることを明らかにした.また､朝､昼,夕刻と

いう異なる時間打で採金穴尖の種類や採食頻度が

異なることも判明した｡

一方､犬山市大平山放飼瓜田において､ニホン

ザルメスの性行動の観察と糞尿に含まれるホルモ

ンの測定を､筑波霊長類センターと共同しておこ

なっている｡これまでのところ,この非侵襲的方

法によるホルモン動態の分析は順調に進んでお

り､ニホンザルメスの繁殖戦略の解明につながる

結果が期待されている｡

さらに.ニホンザルの全生息数を推定しその動

態を環境との関連で解明する研究も進めでいる｡
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